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明日のために出来ること

トヨタ自動車株式会社　常務役員
鈴木　茂樹

　日本の美を象徴する花と言えば、やはり桜であろう。厳冬期を耐えて一気に開花する
活力溢れる姿には、自然と笑みも浮かぶ新年度に相応しい花だと思う。この桜の開花時
期の異常に関するニュースをよく耳にするようになった。その原因と言われる地球温暖
化は二酸化炭素濃度の増大に因ると、ほぼ断定する報告が昨年IPCCより提出された。自
動車業界に携わる者として、子孫の代以降も自動車の利便性・快適性が享受されるよう、
世界規模の課題解決に向けて確実に歩みを進めなければならない。

　桜の花も進化の過程で今の姿を呈しているが、生物は地球に誕生して以来、気の遠く
なるような時間の流れの中で、幾度と無く絶滅の危機に曝されながらも生きのびてきた。
それは必ずしも強大だからということではなく、環境に順応する能力が高かった生物が、
リスクを伴うことを承知の上で自らを変えることによって実現してきた。この環境への
適応能力を発揮し、知識や知恵を蓄える場所が遺伝子である。生物はナノ（10-9ｍ）サイズ
である原子や分子の集合体であり、化学反応や化学物質を巧みに利用しながら進化を遂
げてきた。このことは科学によって証明されてきたが、今後も更なる科学の進展によっ
て新たな知見が得られることは想像に難くない。

　１９８５年に設立された財団法人ファインセラミックスセンター（ＪＦＣＣ）は、奇し
くもIPCCのレポートが提出されたのと同じ年にナノ構造研究所の設立という大きな改
革を行なった。これはセラミックスに関する研究開発を進める中で、構造解析や計算材
料設計といったコア技術をＪＦＣＣの遺伝子に着実に蓄えてきたが故に可能になった
と考えている。加えて、地球温暖化という環境変化がこの遺伝子の改革に関わる引き金
を引いたのかもしれないが、偶々ではあれ設立のお手伝いができたことは大きな喜びで
ある。是非とも材料革新に繋がる成果を期待したい。

　自動車業界では、温暖化や資源・エネルギー等の諸問題等を抱え、クルマの存続をかけ
たといっても過言ではない技術開発競争が繰り広げられる。クルマが社会と共存するた
めには、既存技術の延長ではなく革新的な開発が不可欠である。革新には我々が歴史的
に培ってきた知識、言い換えれば成熟したと思われている（思い込んでいる）技術の中に
も、例えばナノサイズの現象解明をすることで、技術がブレークスルーする可能性は十
二分にあると考えている。昨今その技術的な完成度の高さが最新の科学で解明されつつ
ある「たたら製鉄」もその可能性を秘めていよう。困難な課題の解決には高度な技術が必
要となるが、技術が高度になるほどそれを支える多くの要素技術、基盤技術は磐石でな
くてはならない。最新技術が様々な分野の既存技術との架け橋となって融合し、相乗的
に効果を発揮することを望んでいる。

　自分に合わせて周りが変わるのを待っていては存続できないことは、歴史が証明して
いる。変えられるのは自分自身であり、未来に生き延びるためには“今”改革に取り組ま
ねばならない。多くの課題に直面している今こそ千載一遇の好機と捉え、飛躍に繋げた
いと考える次第である。日本の桜の美しさが過去の話とならないためにも。
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平成20年度事業方針

　本年度は第４次中長期経営計画の４年度目となる。財団運営にあたっては、国、自治体の科学技術政策や社会のニー

ズ、動向に連動させつつ、本中長期経営計画に基づき事業活動を積極的に推進する。事業分野としては、「研究開発事業」

を中核事業とし、「技術的基盤整備事業」、「普及啓発事業」、「中小企業振興事業」、「国際交流事業」の諸事業を展開し、研

究成果の創出と幅広い成果の公開・普及に努め、社会に貢献していくものとする。

　また、これらの事業推進にあたっては、限られた経営資源を最大限活用すべく、人材の最適配置と活用、研究環境の

整備等を進め、少数精鋭主義による組織総合力の一層の強化を図っていく。

　平成１９年４月に新設したナノ構造研究所は２年度目となり、人材強化、研究設備の整備を更に進め充実を図る。将

来を睨んだ研究テーマを企画し経常研究を進め、また新規国プロジェクトの獲得に努めるとともに産業界での活用促

進を図る。これらにより、ナノテク・材料の研究開発の上で重要な共通基盤技術の向上に努める。

　材料技術研究所においても引き続き経常研究、国プロジェクト、民間受託等を進める。

　材料技術研究所とナノ構造研究所では、それぞれの事業遂行にあたって研究の質の向上、高付加価値化等のため相

互に活用し、強固な連携に基づく相乗効果を上げることにより、ＪＦＣＣ全体の一層の発展を目指す。

　収支面においては、収支の改善を図るべく中期的な戦略により受託獲得に取り組むとともに支出の合理化を一層進

め、安定した経営基盤の確立を目指して役職員が一丸となって努力する。受託獲得に向けては、全所的な研究テーマ提

案活動の活性化を図るとともに、推進機能を一層充実させ積極的な活動を展開していく。

　平成２０年１２月からの新公益法人制度の施行に対応して、５年間の移行期間中に円滑に新法人へ移行できるよう

計画的に準備を進める。

　時代的・社会的要請に即した研究を実施し、その成果をもって社会、産業への貢献を図るため、「選択と集中」による

研究分野のメリハリのある再構築に留意しつつファインセラミックスを中心とした無機系材料に係わる研究開発事

業を行う。研究企画力を強化し、研究で得られた成果は可能な限り広く公開・普及していく。

　経常研究については、ＪＦＣＣの将来の研究の柱になるようなテーマに発展していくよう、新規分野への参入を図

りつつ積極的に推進する。

　国等受託研究については、「応用研究」領域における新たな大型プロジェクトとして平成１９年度にスタートした「マ

ルチセラミックス膜新断熱材料の開発」および「希少金属代替材料開発－超硬工具向けタングステン使用量低減技術

開発および代替材料開発」について引き続き研究開発を進め、製品化・産業化にも有用と認められる技術開発成果を得

て、省資源・省エネルギーを通じた社会貢献ができるように努める。

　更に、ＮＥＤＯ等の各種研究開発制度の特色に合わせて、政策的な技術開発ロードマップに即しながら、新規受託に

向けた戦略的・効果的な施策・手法について、新たな視点から検討・実施する。これに基づき、関係機関、企業との密接な

連携を強め、提案活動に取り組み、平成２１年度以降の大型プロジェクトの獲得へ向け積極的に活動を進める。

1． 研究開発事業
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　社団法人日本ファインセラミックス協会(ＪＦＣＡ)等の外部関係機関と密接な連携を図り、微構造解析、機械的特性、

熱的特性、電気的特性等の材料特性評価技術の開発を産官学協力体制で実施する。標準物質の開発・頒布についても積

極的に行う。

　また、材料特性評価技術の成果を生かして、ＪＩＳ化の他、国際規格であるＩＳＯ、ＩＥＣ規格化を、外部関係機関と

密接な連携を図りながら推進する。

　　企業からの受託研究は、ＪＦＣＣの経常研究、国プロジェクトの成果を普及、活用するものであり、また財団の健

全な経営にとって重要な収入源であるため、積極的に推進する。シーズのＰＲとニーズ把握に努め、具体的な「魅力あ

るソリューション提案」を行い、「より高い研究成果」の提供により、全所的に受託獲得に努力する。更なるテーマ拡大

のため、引き続き委託者との共同でのテーマ発掘に努力するとともに、大学等他機関とも積極的に連携し共同提案の

形も検討する。また、研究開発のスピードを向上させ、タイムリーに研究成果を出していくことで企業とのより高い信

頼関係を構築する。更に、ＪＦＣＣが所有する研究設備やノウハウを広く社会に活用していただけるよう、企業の派遣

研究者が企業秘密を守りながら企業研究を推進できる「オープンラボ」を充実させる。

　また、依頼試験・機器利用についても積極的に委託者の要望に応えていくとともに、更なる新規委託者の開拓を進め

る。

2． 技術的基盤整備事業

　普及啓発事業では、研究成果発表会、ホームページ、マスメディア、国際セラミックス総合展をはじめとした各種展

示会等の様々な手段を活用し、積極的に成果普及・広報を行う。特に微構造解析技術についての社会的認識を高めると

ともにナノ構造研究所のＰＲをするために６月に国際会議を開催する。

　中小企業振興事業では、関係機関との連携を図りつつ、広く技術相談に応じていくとともに国等の研究開発推進制

度（地域イノベーション創出研究開発事業等）を活用した共同研究などに積極的に取り組み中小企業の振興に資する。

　国際交流事業では、海外の機関、研究者との各種の交流を通じて連携を進め、ファインセラミックスを中心とする無

機系材料の研究開発機関としての国際的知名度を高めていく。

　これらの事業にあたっては、限られた資源を有効に活用し、実施方法の更なる見直しや工夫を行い、費用対効果の向

上を図りつつ、効率的、効果的な推進に努める。

3．普及啓発事業、中小企業振興事業、国際交流事業

　平成２０年１２月に新公益法人制度が全面的に施行されるが、新制度に基づく法人へ円滑に移行するため、新制度

に適合した体制、事業内容、運営等の検討を行い、５年間の移行期間中に遺漏なく移行の手続きをとることができるよ

う計画的に準備を進める。

　施設・設備の老朽化が進んでいることに鑑み、本年度においては特に電気関係設備について更新を行う。また、設立

当初から一部のスペースを研究室として貸与してきたＩＳＴＥＣが退去することに伴い、リフォームにより新たな研

究室として活用を図る。

4．特記事項
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２００７年度先端技術基礎セミナーを終了

　２００７年度先端技術基礎セミナーは、「エレクロトニックデバイスの最前線　～今後のデバイス動向とそれを支
える先端技術～　」シリーズとし、８講座開講し、好評裏に終了しました。
　エレクトロニックデバイスに関する技術や製品について、企業・研究機関の実務担当者による講師、テーマを選定し、
ホットな情報をわかりやすくお話しいただいたこともあって、聴講者アンケートの結果は、「希望通り」、「ほぼ希望通
り」あわせて９７％以上と非常に高い評価をいただきました。
　また、講演の内容についても「参考になり、満足」が７９％に達するなど好評で、参加者数も、のべ４０９名と前年と
同様に例年の２倍近い結果となりました。お忙しい中をご参加いただいたことに感謝いたします。
　今後もアンケート結果を踏まえ、皆様のご希望をできるだけ取り入れるよう、実用面を意識し、先端技術を易しく具
体的にご理解いただける内容のセミナーを企画立案してまいりたいと存じます。

経営委員会の開催

　JFCCの運営、事業計画とその実施及び結果の評価などについて、ご審議、ご意見をいただく委員会を開催しました。
委員のみなさまから、研究の方向性、研究環境作り、受託提案戦略等について、多数の貴重なご意見をいただきました
ので、今後の運営、計画等の参考とさせていただきます。

4

○第１６回経営委員会
日時：平成２０年２月１日（金）１５：３０～１７：４０
場所：JFCC会議室
議事：１．研究所状況報告
　　　　　① 概況説明及びナノ構造研究所の研究・設備紹介
　　　２．平成１９年度収支見通しと平成２０年度予算
　　　３．新規国プロジェクトの紹介
　　　　　①マルチセラミックス膜新断熱材料の開発
　　　　　②希少金属代替材料開発プロジェクト

理事会及び評議員会の開催

　３月１２日（水）JFCC会議室において第４５回評議員会及び第４６回理事会を開催しました。平成２０年度事業計
画・収支予算、役員の交代等の議案について承認あるいは同意されました。審議・議決事項は以下のとおりです。

【第４５回評議員会】
審議：第１号議案　平成２０年度事業計画及び収支予算（案）
議決：第１号議案　理事・監事の選任
報告：① 役付理事の互選
　　　② 評議員・顧問・参与・事務局長の委嘱
　　　③ ナノ構造研究所の状況

【第４６回理事会】
議決：第１号議案　平成２０年度事業計画及び収支予算（案）
　　　第２号議案　評議員・顧問・参与・事務局長の委嘱
　　　第３号議案　役付理事の互選
　　　第４号議案　常勤役員の退任に伴う退職慰労金の支給
報告：① 理事・監事の選任
　　　② ナノ構造研究所の状況
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（新任）
副会長
常務理事
理事
理事
理事
監事

（役職）
名古屋商工会議所　会頭

（財）ファインセラミックスセンター　常務理事　事務局長
東京電力（株）　取締役社長
イビデン（株）　代表取締役社長
三菱マテリアル（株）　常務取締役
(社)日本ファインセラミックス協会　専務理事

岡田　邦彦
長岡　博安
勝俣　恒久
竹中　裕紀
橋本　真幸
内藤　　理

（退任）
箕浦　宗
栗山　　茂
　　－
岩田　義文
浅尾　晴彦
内村　理史

1． 理事・監事の選任及び退任
　平成２０年３月３０日をもって任期満了する役員の改選を行い、下記の就退任を除き全員重任しました。

（新任）
評議員
評議員
評議員
評議員
評議員
評議員
評議員
評議員
評議員
評議員

（役職）
三洋電機（株）　研究開発本部アドバンストエナジー研究所 所長
豊田通商（株）　事業開発部　部長職

（株）豊田自動織機　専務取締役
アイシン精機（株）　常務役員
ＮＴＮ（株）　要素技術研究所　所長

（株）東海理化　取締役副社長
トヨタ紡織（株）　生技開発部　部長

（株）村田製作所　執行役員
（株）フジクラ　材料技術研究所　所長
トヨタ車体（株）　理事　新規事業部　部長

伊藤　靖彦
片柳　光昭
加藤　正文
神尾　哲樹
川瀬　達夫
木下　賢一
小山　　弘
鷹木　　洋
田辺　信夫
平田　慎治

（退任）
茨木　　晃
海原　敏裕
中山　尚三
藤森　文雄
中島　碩一
寺岡　史法
上田　広司
田村　　博
藤本　郁夫
長沢　義明

2． 評議員・顧問・参与の委嘱及び委嘱解除
　平成２０年３月３０日をもって任期満了する役員の改選を行い、下記の就退任を除き全員重任しました。

トピックストピックス

第８回ムジカセラミカ クリスマスコンサート in 常滑 を開催

　平成１９年１２月２２日（土）　ムジカセラミカ振興会主催によるクリスマ
ス恒例のコンサートがINAXライブミュージアム内の世界のタイル博物館で開
催されました。

　コンサートは、第一部『クリスマスバラエティ』として、箏・フルート・ピアノ
によるステージではじまり、ムジカセラミカアンサンブルによるミュージカ
ルソングやダンス、地元の皆様による合唱や独唱などバラエティに富んだ内
容の濃いものでした。

　第二部は、毎年このコンサートを楽しみにしているというヴァイオリニス
トの佐藤　陽子さんによる『華のステージ』で、バッハの「無伴奏ヴァイオリン
のためのソナタ第一番」、サラサーテの「ツィゴイネルワイゼン」ほか、すばら
しい音色で聴衆を楽しませてくれました。
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ｎａｎｏ ｔｅｃｈ ２００８に出展

　２月１３日（水）～１５日（金）にわたり東京ビッグサイトで開催されたｎａｎｏ　ｔｅｃｈ ２００８に出展しまし
た。ＪＦＣＣブースではナノ構造研究所とその技術紹介を中心に、「電子ビームＰＶＤ法によるセラミックスコーティ
ング」、「焼結プロセス・材料の設計ソフトウェアの開発」、「依頼試験・機器利用」のポスターとサンプル展示を行いまし
た。
　３日間で約５万人の参加者の中、ＪＦＣＣブースにも多くの方のご来訪をいただきました。

ＪＦＣＣテクノフェアを開催

　３月１４日（金）に東海ものづくり創生協議会との共催にて、ＪＦＣＣテクノフェアを開催しました。「最先端の電子
顕微鏡と第一原理計算で加速する材料開発」と題したナノ構造研究所佐々木主席研究員による講演と、昨年１２月に
完成した電子顕微鏡棟の見学会、ＪＦＣＣ技術シーズのポスターセッションに加え、愛知県陶磁器工業協同組合のご
協力によりファインセラミックス製品の展示を行い、昨年度を大幅に上回る７０名のご参加をいただきました。

企業・ＪＦＣＣ共同技術ミニセミナーを開催

　３月１９日（水）に、株式会社神戸製鋼所、金属技研株式会社との共催にて、HIP/CIPを中心とする高圧技術のミニセ
ミナーを開催しました。「神戸製鋼所の高圧技術『HIP/CIP技術と新しい利用方法などの多様化の現状』」、「金属技研(株)
におけるHIP処理『HIP処理の実製品への適用』」、「JFCCにおけるHIP/CIP処理テスト『保有のHIP/CIP装置の紹介』」の講演
の後、JFCC保有のHIP装置・CIP装置等の実験設備の見学会を行いました。

海外からのＪＦＣＣ来訪

　２月１３日（水）には韓国ファインセラミックス協会約５０名によるＪＦＣＣの見学会が、２月１９日（火）にはアジ
アナノテクキャンプ２００８として、日本人を含めたアジア諸国からナノテク分野の若手研究者約３０名が来訪し、
ＪＦＣＣナノ構造研究所の技術紹介及び見学会を行いました。

平成２０年度ムジカセラミカ振興会
総会・第７回定期公演 in 名古屋 のお知らせ

　５月２２日（木）午後６時～　電気文化会館　地下２階　「ザ・コンサートホール」にて平成２０年度ムジカセラミカ
振興会総会を開催いたします。
　平成１９年度の事業報告・決算報告、平成２０年度の事業計画・収支予算などの審議を行います。引き続き、午後７時
から定期公演を開催します。
　プログラムは「ファインセラミックスフルートとクラリネットによる五月の抒情」「美しき日本の歌」と題し、フルー
ト、クラリネットの独奏、畑　儀文氏のテノール独唱などを予定しています。

トピックストピックス
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ナノ構造研究所ニュースナノ構造研究所ニュース

１月２５日（金）に第１回ナノ構造研究所講演会（後援：社団法人中部経済連
合会）を開催しました。今回は、日立製作所フェロー外村彰氏に特別講演をい
ただき、１００名の定員を超える多くの方にご参加いただきました。

1．　第１回ナノ構造研究所講演会を開催しました

プログラム
・ 挨拶

・ 特別講演 「電子顕微鏡の新しい革新の波」

・ 講演

・ 現電子顕微鏡室、新電子顕微鏡棟見学

「ナノ構造研究所概要説明」

「走査透過電子顕微鏡（STEM）による界面研究の新展開」

「電子線ホログラフィーによる半導体・磁性材料の機能解析」

「情報科学手法と第一原理計算の統合による新しいセラミックス研究」

ナノ構造研究所　所長

日立製作所　フェロー

ナノ構造研究所　所長代理

ナノ構造研究所　客員主管研究員

ナノ構造研究所　所長代理

ナノ構造研究所　客員主管研究員

種村　榮

外村　彰　氏

平山　司

幾原　雄一（東大教授）

平山　司

田中　功（京大教授）

２月２７日（水）、２８日（木）の２日間にわたり、ナノ構造研究所材料計算セミナーを開催しました。材料科学分野で、
現在世界中で最も広く利用されているプログラムＶＡＳＰについて、ノートＰＣを使って実際に作業しながら学習い
ただきました。

2．　第１回ナノ構造研究所材料計算セミナーを開催しました

プログラム
２月２７日

・ 第一原理計算の概略と講習　Ⅰ、Ⅱ

２月２８日

・ 技術相談会

　

講師　　株式会社菱化システム

担当者　ナノ構造研究所　客員主管研究員

　　　　京都大学大学院工学研究科

　　　　（株）菱化システム

　　　　ナノ構造研究所　主任研究員

　

千葉　貢治　氏

田中　功（京大教授）

松永　克志　准教授

千葉　貢治　氏

森分　博紀

第１回のセミナーが好評により早期に定員に達したため、引き続き第２回ナノ構造研究所計算セミナーを開催いた
します。ご参加を希望の方は早めにお申し込みください。

3．　第２回ナノ構造研究所計算セミナーを開催します

日時 ： ４月２４日（木） 10:00～17:00

場所 ： 財団法人ファインセラミックスセンター内研修室

プログラム

・第一原理計算の概略と講習　I　、Ⅱ

　　　　　　（第一原理計算プログラムVASPについて、ノートＰＣを使って実際に作業しながら、学習していただきます）

　　　　　　講師 （株）菱化システム　　千葉　貢治 氏

・技術相談会  （予めアンケートで提出いただいた課題をもとに、質疑応答形式で行います）

 　　　　　　担当者　ナノ構造研究所　客員主管研究員　　田中　功（京大教授）

　　　　　　　　　　（株）菱化システム　　　　　　　　　千葉　貢治　氏

 　　　　　　　　　　ナノ構造研究所　主任研究員　　　　森分　博紀

参加費 ： 無料

申し込み ： 参加団体名（参加者氏名、もしくは参加代表者氏名と参加人数）、

　　　　   連絡先（電話番号・FAX番号）を明記のうえ電子メールにてお申し込みください。

連絡先 ： 担当　木村　E-mail　i_kimura@jfcc.or.jp
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　ＪＦＣＣの材料技術研究所、ナノ構造研究所の各研究部を、各部長へのインタビュー形式によりご紹介をいたしま
す。
　第１回は、昨年４月に開設されたナノ構造研究所　ナノスコピー・シミュレーション部です。

ナノ構造研究所　ナノスコピー・シミュレーション部
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研究グループ紹介研究グループ紹介

　ナノスコピー・シミュレーション部の研究分野は、大きくは透過型電子
顕微鏡（ＴＥＭ）を手段とした微細構造解析と、第一原理計算による計算材
料設計の２つです。さらにその中には、ＴＥＭによる構造解析、収差補正走
査透過電子顕微鏡（ＳＴＥＭ）による構造解析、ホログラフィ電子顕微鏡に
よる解析、第一原理計算による計算材料設計の４つの分野があり、それぞ
れが独立するのではなく、相互に連携しながら研究を行っています。
　私たちは、これらの総合力で、新材料開発などに貢献していきたいと考
えています。

まずナノスコピー・シミュレーション部の紹介をお願いします。

　一番の強みは「人」です。表面的には装置設備のレベルが目立つかもしれ
ませんが、根本的には「人」の強さです。ＴＥＭに関していえば、様々な得意
技術をもった研究者がおり、その技術は単なるテクニックではなく、理解
や思想に連結した技術です。それが調和して活動しています。このような人材が揃っていることが一番の強みです。
　それから、客員主管研究員として指導をいただいている、ＳＴＥＭにおける東京大学　幾原教授、計算材料設計にお
ける京都大学　田中教授のように、国際的にもトップクラスの方による協力体制を部の中に作ることができたことも
その一つです。
　また、なんといっても、今回のナノ構造研究所の設立にあたっては、中部経済連合会のご協力により、各企業、自治体
から多くの財政的支援をいただき、それによって設備的なバックアップをいただいたこと、また、設立にあたっての活
動を通じて、ＪＦＣＣの電子顕微鏡技術・計算設計技術が広く認知されたことが非常に大きかったと思います。これは
ＪＦＣＣだけの力では無理でした。中部経済連合会の支援を頂いているということは、非常に大きな強みです。

部の強みを教えてください。

　非常に順調に進んでおり、研究成果も出始めています。昨年１２月には新電子顕微鏡棟が完成し、振動対策について
も予想通りの結果がでました。オープンラボも４月から、実際にご利用いただける企業も決定し、また、現在も複数の
企業からのお引き合いをいただいています。
　また、国内だけでなく、海外からも強い反応が出ています。例えば、今年の６月に国際シンポジウム（＊16頁をご参
照ください）を開催するのですが、このシンポジウムに、ヨーロッパを代表する研究行政機関であるCNRＳ（フランス
国立科学研究センター）のプレジデントC. Brechignac氏を招待講演者としてご参加いただくことになりました。また、
アメリカ等でも非常に話題になっており、講演などでの訪問先では、ナノ構造研究所について質問攻めにあいます。海
外企業からの技術相談、機器利用も行っています。

昨年の４月にナノ構造研究所を開設し１年経ちましたが、現在の状況はいかがでしょうか？

平山　司　部長
（ナノ構造研究所所長代理、主幹研究員）

　ＳＴＥＭによるバリスタ粒界での原子構造解析により、バリスタがどうしてバリスタとしての性質を持つのかが、
つまり、バリスタ特性の起源が明らかになってきました。これは近いうちに国際的な学術誌に投稿します。
　また、電子線ホログラフィを使って磁性ナノ粒子アレイを観察し、非常に小さい磁性粒子を規則的に並べたときに
どういう磁気的性質を持つかということがわかるようになりました。これにより、新しい磁性物理学が誕生する可能
性があり、材料開発など応用展開につながるかもしれません。こちらは、国際的な学術誌に投稿し、現在審査中です。

研究成果が出ているということですが、具体的にはどのような成果ですか？
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　ナノスコピー・シミュレーション部のメンバー、担当分野、およびこれまでの研究成果はＪＦＣＣホームページに掲
載していますので、ぜひご覧ください。
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研究グループ紹介研究グループ紹介

　今年度は新規にＳＴＥＭとＦＩＢ（集束イオンビーム加工観察装置）を導入します。これらの装置を立ち上げること
が最低の目標です。また、人材の補強も課題です。研究は「人」だと思っていますし、「人」を採用した瞬間に研究所のレ
ベルは決まると思います。様々なタイプの研究者がお互いに刺激しながら向上し、全体として調和するというのが理
想です。
　研究面については、例えばマラソンでいう「トップ集団」に入って活動しなければならないと考えています。トップ
に立てるのは最終的に１人だけですが、トップになるためにはその集団の中に入っていなければ意味がありません。
一度脱落すると元に戻ることは困難ですから、なんとか歯を食いしばってついて行きたいと思います。

今後の目標、課題は？

　我々に課せられたことは、企業貢献すること、高いレベルの研究をすること、健全な財政的運営をすることです。こ
の全てを少人数で行うことは難しいのですが、これは絶対やってみせると腹を括り、必死になって行っていきたいと
思います。

最後に一言。

　これまでも企業の方々とは、受託研究、依頼試験、国プロジェクトと様々な形でのお付き合いをさせていただいてき
ました。その中でも、出向でＪＦＣＣに来て一緒に仕事をし、会社に戻ってからも継続してお付き合いがあり、時々は
研究に関するディスカッションを行う、という形が一番良いと思います。企業の方からもそう言っていただけます。
　ですので、会社にはない装置を使って、我々がサポートしながら会社の仕事を行う、というオープンラボにぜひ参加
していただきたいと思います。フルにＪＦＣＣで仕事をするということは難しい場合もありますので、ご都合にあわ
せたフレキシブルな対応をいたします。遠慮無くご希望を言っていただければと思います。

公益法人として産業界への貢献が重要な役割になるのですが、
企業の方にはどういう活用をしていただきたいと思いますか？

ナノスコピー・シミュレーション部　メンバー
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　ＪＦＣＣでは、優れた研究者と技術者のスタッフが一体となって獲得した特徴あるシーズ技術と多くの材料特性評
価技術を所有しています。今回その一部を紹介します。

間接測定法による赤外線放射率測定

　赤外線放射率を迅速・正確に測りたいというニーズは、ひところ話題を集め
た「遠赤外線用品」は別としても、高温材料の分野で増大しています。
　赤外線放射率の測定方法としては、試料を加熱して放射率を求める「直接法」
があり、装置も市販されていますが、次のような問題点があります。

　そこでＪＦＣＣでは、ＦＴ－ＩＲ（フーリエ変換赤外分光分析）装
置と積分球反射測定装置を組み合わせ、演算処理アルゴリズムとデー
タ処理ソフトウェアを開発して測定装置に組み込み、室温で反射ス
ペクトルを測定して任意温度での放射率を算出する「間接測定法」を
確立しました。
　この間接測定法には以下の利点があります。
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○直接法の問題点
　・ 測定に時間がかかる（１日１試料程度）
　・ 透明、半透明の試料は測定不可
　・ 室温近傍での測定が難しい
　・ 試料温度の精密測定が困難

○間接測定法の利点
　・ 測定は室温で行い、測定時間も数分
　・ 透明、半透明の試料も測定可能
　・ 粉、粒、繊維状の試料も測定可能

ＪＦＣＣ　試験評価部　担当　青木
　　　　　ＴＥＬ　０５２－８７１－３５００（代）
　　　　　ＦＡＸ　０５２－８７１－３５９９
　　　　　E-mail　analysis@jfcc.or.jp

＊参考文献：　柴田典義、武田保敏、伊藤博基，遠赤外線協会会報，6 (2001)．
＊謝　辞　：　本測定手法は、愛知県「先端技術共同研究推進補助事業」において開発したものである。

① 室温での分光反射率を測定
② １－反射率＝放射率より、室温での分光放射率を算出
③ 任意温度での黒体のデータを比較し、その温度での放射率を算出

赤外線

スリット

切り替え
ミラー

φ16mm

φ10mm
φ24mm

検出器

積分球
r=76mm

試料

JFCC評価技術紹介JFCC評価技術紹介

概要

　キルヒホフの法則により、［放射率］＝［吸収率］が成り立ちます。また、試料に照射された光は反射・吸収され、［吸収
率］＝１－［反射率］が成り立ちます。従って反射率を測定し計算することによって放射率を求めることができます。

間接測定法における赤外線放射率の算出方法

　ＪＦＣＣの測定データは、日本遠赤外線協会によるラウンドロビン試験で得られた測定データと良く一致しており、
妥当性が確認されています。

間接測定法による測定結果の妥当性

　ＪＦＣＣではこの間接測定法を用いた赤外線放射率測定試験を依頼試験としてお受けしております。
　試験のご依頼、料金・納期・試料サイズ等のお問い合せは下記までお願いいたします。

ＪＦＣＣでの依頼試験

積分球の概略構成

積分球の外観
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　ＪＦＣＣは、高性能な各種研究設備を保有し、原料から焼結、加工まで、また基礎から応用まで一貫した体制で研究
開発を行っています。これらの試験研究設備を広く皆様にご利用いただくためJFCCでは「機器利用制度」を設けてい
ます。そこで、皆様にご利用いただける設備を紹介いたします。

高温雰囲気炉

　ホットプレス機能を有し、減圧から常圧ガス圧焼成まで、常用最高温度２２
００℃まで雰囲気焼成することが可能です。
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常用最高温度
使用ガス
減圧時真空度
ガス圧
最大るつぼサイズ
ホットプレス加圧
ホットプレス型サイズ

２２００℃
Ａｒ、Ｎ2

５×１０-4 Ｔｏｒｒ
９気圧まで
φ１７０×Ｌ１６０ｍｍ
９．８×１０４Ｎ
φ２０，φ６０ｍｍ、３０×４０、４２×４７ｍｍ

ＪＦＣＣ　試験評価部　担当　青木
　　　　　ＴＥＬ　０５２－８７１－３５００（代）
　　　　　ＦＡＸ　０５２－８７１－３５９９
　　　　　E-mail　analysis@jfcc.or.jp

JFCC保有設備紹介JFCC保有設備紹介

特徴

仕様

ＣＩＰ（冷間静水圧プレス）

　φ３００×Ｌ３５０ｍｍの圧力容器を有し、大型部品の加圧成形が可能です。

圧力容器サイズ
圧力
摺動式プレスフレーム式

φ３００×Ｌ３５０ｍｍ
２４５ＭＰａ

特徴

仕様

ＨＩＰ（熱間静水圧プレス）

　超高圧ガス等方圧加圧焼成により、セラミックス焼結体の緻密化による特
性向上、金属系材料の特性向上が可能です。

常用最高温度
使用ガス
常用圧力
最大るつぼサイズ

１７５０℃
Ａｒ、Ｎ2

２０００気圧
φ１００×Ｌ２００ｍｍ

特徴

仕様

　ＪＦＣＣではこれらの装置の機器利用および依頼試験をお受けしております。利用の申し込み、試験のご依頼、料金・
納期・試料サイズ等のお問い合せは下記までお願いいたします。

ご利用方法



耐熱性･耐化学安定性を有するNi微粒子分散
アモルファスシリカの水素吸着特性を微細構造から解析

Japan Fine Ceramics Center研究成果 1研究成果 1
水素吸着特性を有するNi微粒子分散
アモルファスシリカの微細構造解析 

12

環境負荷の少ない水素燃料は次世代の燃料として期待されている。JFCCでは、水素
吸着特性を有するNi微粒子分散アモルファスシリカを開発した。この水素吸着特性
と微細構造の関係を解析した。

背 景

技術の
ポイント

基礎
研究

水素吸着特性向上のために特性発現機構を理解し、より高性能な材料の開発指針を
得る。

目 的

成 果

達成度

図1.　HAADF-STEM像とNi微粒子径 図2.　水素吸着量（実験値と計算値）

（1）Ni添加量とNi微粒子の形状により吸着特性が変化する。

（2）アモルファスシリカ内部に存在するNi微粒子の表面積が、吸着特性と深く関
係していることを明らかにした。

今後の展開 高性能、高耐久性
材料の開発に寄与

金属微粒子分散水素吸着材料の
特性評価技術の開発と
水素吸着メカニズムの解明

水素吸着材料の高性能化に大きな指針を得た。

・ モデル材料 ： Ni微粒子分散アモルファスシリカ　　・ 実験条件 ： HAADF-STEM、HRTEM
・ 評価特性 ： Ni微粒子の粒径、形状、水素吸着量

謝　　辞 ： 経済産業省の「高効率高温水素分離膜の開発」プロジェクトの一環としてNEDOの委託を受けて実施した
　　　　　ものである。

参考文献 : Y. H. Ikuhara, H. Mori, T. Saito,Y. Iwamoto., J. Am. Ceram. Soc., 90 (2) 546-552 (2007).　
　　　　　T. Saito, Y. H. Ikuhara, H. Mori and Y. Iwamoto., ICIM9. Proc. (2006).
特許　　 : 特開2005-118767



誘電体材料の高周波特性評価技術を開発し、
国際標準規格にすることにより、日本製品の国際化を支援

Japan Fine Ceramics Center研究成果 2研究成果 2

ミリ波複素比誘電率及び電波吸収特性測定技術と国際標準化
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電子部品設計及び開発は高コスト → 高精度な普遍的材料評価手法のニーズ　
IEC規格化が国際企業戦略の一環として必要。

背 景

技術の
ポイント

基礎
研究

電子セラミックス材料・電波吸収材料の評価技術の研究開発成果に基づき、
日本発のIEC規格化を推進 → 日本製品の国際化。

目 的

成 果

達成度

図1.  IEC/TC49/WG10及びSC46F等 への提案との規格化現状

今後の展開 IEC規格のフォローアップを含め、日本発の規格化を推進

表1.研究テーマと提案規格・有用性

謝　　辞 ： 本研究は、経済産業省の「基準認証事業」の一環として実施したものである。 

開放形共振器法
（JFCC)

研究開発テーマ

H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008

提案規格内容

ファインセラミックスの
ミリ波帯の誘電特性測定方法

有　用　性

100GHz以上の高周波帯域での
測定値が容易に得られる

遮断円筒導波管法
（埼玉大学）

ミリ波帯における誘電体共振器材料の
複素比誘電率測定法(1)

プレーナ形フィルタなどに使用される
LTCC基板などの測定に有効

NRDガイド励振誘電体共振器法
（京セラ）

ミリ波帯における誘電体共振器材料の
複素比誘電率測定法(2)

誘電体共振器フィルタ等に使用される
円柱形状の評価に適する

ミリ波帯における電波吸収体の
反射量測定法

ホーンアンテナによる方法、
誘電体レンズによる方法が用いられる

自由空間法を用いた測定法であるため、
比較的小さな試料で測定及び相互比較できる

新規提案 CD承認

遮断円筒導波管法

新規提案 CD承認 IS段階

NRDガイド励振誘電体共振器法

新規提案 JIS R 1660-2

開放形共振器法

通信機器用

ファインセラミックスの

試験評価方法の標準化

（ＮＥＤＯ基準創成事業）

CDV投票提案先 : IEC/SC46F新規提案

反射量の測定法

電波吸収材料の電波吸収特性

の試験評価方法の標準化

（METI基準認証事業）

IS段階

提案先 ： IEC/TC49/WG10
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特許情報特許情報

1 耐酸化性ユニット及び耐酸化性コーティング材 2004-275373 2004.9.22 2006-089796

発明名称 出願人 出願番号 出願日 公開番号

JFCC
中部電力（株）

2 コンクリート部材の損傷診断方法 2004-301202 2004.10.15 2006-112940
JFCC�

（株）鉄道総合技術研究所

3 低密着性材料及び樹脂成形型 2004-318910 2004.11.2 2006-131429
JFCC�
TOWA（株）

4 カーボンナノチューブ作製方法、
電流制御素子及びその製造方法

2004-324145 2004.11.8 2006-135187
JFCC�
名城大学

5 非結晶質複合酸化物粒子及び�
その製造方法並びに蛍光材及び蛍光体

2004-360543 2004.12.13 2006-169014
JFCC�
トヨタ自動車（株）

6 セラミックス粉末の製造方法 2004-382115 2004.12.28 2006-188372
JFCC�
関西電力（株）

7 共振高周波デバイス 2005-76039 2005.3.16 2006-262014
JFCC�
名古屋工業大学

8 最大変位記憶装置 2005-131104 2005.4.28 2006-308414

JFCC�
（株）大崎総合研究所 �
清水建設（株）

9 可視光応答性光触媒材料の製造方法及び光触媒材料 2005-134252 2005.5.2 2006-305523

 JFCC�
トヨタ自動車（株）�
愛知製鋼（株）  �

（株）豊田自動織機

10 配向性ゼオライト結晶製造液及びこれを用いた
配向性ゼオライト結晶の製造方法

2005-166237 2005.6.6 2006-335632

JFCC�
トヨタ自動車（株）　

（株）デンソー　
（株）東海理化　�
豊田合成（株）　

（株）豊田自動織機　�
（株）ジェイテクト　
豊田通商（株）

11 固体酸化物形燃料電池及びその製造方法 2005-168839 2005.6.8 2006-344486
JFCC�
中部電力（株）

12 石炭灰の改質化方法 2005-170784 2005.6.10 2006-342035
JFCC�
中部電力（株）

13 SiC/カーボンナノチューブ複合材料およびその利用 2005-193923 2005.7.1 2007-7814

JFCC�
名城大学�
産業技術総合研究所　�
名古屋大学

14 電気二重層キャパシタ及びその製造方法 2005-197884 2005.7.6 2007-19180
JFCC�
中部電力（株）

15 乳房のＸ線ＣＴ検査装置及び乳房の
Ｘ線ＣＴ検査用乳房整形用具

2005-238495 2005.8.19 2007-50159
JFCC�

（株）ユニハイトシステム

16 炭化珪素系混晶の製造方法 2005-247843 2005.8.29 2007-66982
JFCC�
トヨタ自動車（株）

17 生体活性骨セメント組成物及び�
その製造方法、並びにそれを製造するためのキット

2006-205961 2006.8.4 2007-054619

JFCC�
科学技術振興機構�
石原産業（株）

ＪＦＣＣ平成１８年度公開特許一覧

* 本件に関するお問い合わせ先：研究統括部　佐野　茂　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ　052-871-3500（代）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ　052-871-3599
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail : sano@jfcc.or.jp
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JFCC の動きJFCC の動き

１２月２４日付
　退職（自己都合）
　　材料技術研究所　試験評価部　副主任技師
１２月３１日付
　出向元復帰
　　常務理事　事務局長
１月１日付
　出向受入
　　常務理事待遇　事務局長代行
　嘱託採用
  　ナノ構造研究所　ナノスコピー・シミュレーション部
１月２日付
　出向元復帰
　　経営戦略部　担当部長
　　材料技術研究所　主幹研究員
３月１３日付
　事務局長

鈴木　敏之

栗山　茂　（トヨタ自動車（株））

長岡　博安（トヨタ自動車（株））

Myung-Geun Han

飛岡　正明（住友電気工業（株））

長岡　博安（トヨタ自動車（株））

（3月14日まで）人の動き
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○　愛知県　 　 わかしゃち奨励賞　優秀賞

　　受賞者　 ： 吉田　健太

　　受賞題目 ：「日和見感染予防のための新規殺菌塗装材の大量合成」

表　彰

　平成２０年１月にトヨタ自動車（株）より出向し、ＪＦＣＣにまいりました長岡です。事務局を担当いたしておりま
す。
トヨタでは、サービス部門・品質保証部門を経験し、ＪＦＣＣで見聞きする事の殆どが新鮮であるとともに、戸惑いも
多かったのですが、数ヶ月経過し随分と慣れ、理解も出来てまいりました。

 ＪＦＣＣは設立後２０年以上に渡って、先端材料技術の研究・開発等に多くの実績を残してきた事を知り、これもひ
とえに、研究者・職員の皆様の知恵と工夫、そして地道な努力によるものと思います。
　さらには、多くの方々からの賛助会費・寄付金・委託費等の貴重な原資による支えがあったからこそと思います。
　「ナノ構造研究所」も２年度目になり、まさにこれからの年、また「新公益法人制度」が全面的に施行される年、等々、
ＪＦＣＣにとって大きな課題もあり、将来に向けての重要な節目の年であります。ＪＦＣＣの総合力を発揮し、存在価
値をより高め、世の中に貢献していく、その一員としての自覚を新たにし、取り組んでまいります。

　皆様方からのご指導・ご支援を頂戴し、ＪＦＣＣのさらなる発展に、微力ではありますが、精一杯努めてまいる所存
です。どうぞよろしくお願いいたします。

総合力を発揮し、さらなる発展を！

財団法人ファインセラミックスセンター
常務理事　事務局長　　長岡　博安

就任挨拶就任挨拶
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事業案内事業案内

ＪＦＣＣニュース第９０号　　発行日　２００８年４月１日
　　　　　　　　　　　　　　発行所　（財）ファインセラミックスセンター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　〒４５６－８５８７　名古屋市熱田区六野２－４－１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL　（０５２）８７１－３５００（代）　ホームページアドレス　http://www.jfcc.or.jp
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２００８年度研究成果発表会開催のお知らせ

　２００８年度JFCC研究成果発表会（第２０回）を下記のように開催いたします。詳細は、６月初旬ごろにご案内いた
します。

『The 1st International Symposium on Advanced 
Microscopy and Theoretical Calculations（AMTC1）』開催案内

　世界からトップレベルの科学者、技術者を招き、ナノ構造解析、電子顕微鏡、理論計算の最新技術とその成果につい
て深く議論する『最先端の電子顕微鏡と理論計算に関する国際シンポジウム』を、ファインセラミックスセンター
(JFCC) ／ナノ構造研究所の主催により6月29日・30日に名古屋国際会議場で開催いたします（組織委員会：平山 司／
JFCC所長代理、 幾原雄一／JFCC客員主管研究員・東京大学教授、 田中 功／JFCC客員主管研究員・京都大学教授) 。 

　このシンポジウムは、ファインセラミックスセンターに設立したナノ構造研究所の開所を記念して開催するもので、
約25件の招待講演、及び100件程度のポスター発表を予定しています（今後、シリーズとして隔年で開催する予定）。ま
た、議論される最新情報は、材料科学やものづくり産業の高度化、さらには、地球環境の保護、社会の永続的発展にも貢
献するものと期待されており、大学、研究機関、産業界の研究者、学生などすべての参加者にとって、この分野の最先端
情報の入手、議論、意見交換の場として有意義な機会となると思います。

　なお、詳細な情報については公式ホームページをご覧ください。（参加登録費：無料）

【公式HP】：http://jecs.org/amtc1/index.html

・ 名古屋会場
　 日時：７月１７日（木）１３：００～１７：００予定
　 場所：名古屋国際会議場　１号館４階「レセプションホール」
　 　　　名古屋市熱田区西町１－１

・ 東京会場
　 日時：７月２４日（木）１３：００～１７：００予定
　 場所：科学技術館　地下１階「サイエンスホール」
　 　　　東京都千代田区北の丸公園２－１


